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は　じ　め　に

　学校は、子どもの健やかな成長と自己実現を目指して学習活動を行うところであり、その基盤と

して安全で安心な学校環境と通学路の確保が求められております。

　しかしながら、平成27年５月には大阪府豊中市で、平成28年10月には神奈川県横浜市で、同年11

月には千葉県八街市において登校中の児童の列に車が突入し、児童が死傷するなど、児童生徒等が

被害に遭う事故が後を絶ちません。また、平成27年６月には自転車の運転に関する道路交通法が改

正・施行されたことなどから、通学時の安全確保のための体制を整備するとともに、交通安全教育

の充実が必要です。

　本事業は、文部科学省の「防災教育を中心とした実践的安全教育総合支援事業」における「交通

安全領域」に係る事業で、平成25年度の能代市から数えて今年で４年目となります。

　今年度の事業を実施した潟上市には、６校の小学校があり、各校とも以前より地域の方々の協力

を得ながら交通安全指導に取り組んでおりましたが、本事業を実施したことにより、改めて自校の

取組を見直す機会を得ることができました。

　主な成果としては、

　１　合同点検では、学校・道路管理者・警察の三者のほか、ＰＴＡ関係者やスクールガード・リー

ダー等が参加し、地元住民の視点による詳細な情報を対策に反映するなど、地域との連携体制

を強化することができた。

　２　学校での連絡協議会では、ＰＴＡ役員や隣接する高校の教員が出席するなどし、危険箇所へ

の対応を話し合うことで、相互に連携しながら継続した交通安全対策を確認することができた。

　３　交通安全教育では、実際の道路を横断しているかのような感覚で取り組むことができるシ

ミュレータを活用することで、安全な横断方法を学習することができた。また、参加したス

クールガード・リーダーやスクール・サポーター、ＰＴＡ関係者等には交通安全教育の重要性

を再認識していただいた。

　４　通学路安全対策アドバイザーからは、危険箇所等の合同点検や朝の通学時間帯における実地

調査を踏まえた助言をしていただいたことで、警察や道路管理者等の関係機関への具体的な要

望を行うことができた。

などが挙げられます。

　子どもの交通事故を防止するためには、危険を予測し安全な行動をとるよう、交通安全教育の徹

底を図ることや安心して登下校ができる通学路を確立することが不可欠です。今後も学校と地域の

関係機関が連携・協働し、通学路の安全確保に向けた取組を進めていきたいと考えております。

　最後になりましたが、本事業に御協力いただきました皆様に対し、心から感謝申し上げます。

  平成29年２月

                 　         　　　　　　　　　　秋田県教育庁保健体育課

                                         　 　　　 課長  木浪　恒二木浪　恒二
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Ⅰ　通学路安全推進事業の概要図Ⅰ　通学路安全推進事業の概要図

県教育委員会県教育委員会

推進委員会

　県道路管理者、県警察、大

学関係者等の学識経験者によ

り構成。

　広域的な通学路の交通安全

対策の検討及び通学路安全対

策アドバイザー派遣の決定な

ど、本事業の効果的な実施を

推進する。

市町村教育委員会市町村教育委員会

市町村連絡協議会

　地域の実情を踏まえた合同点検及び対策の検討・

実施、交通安全教育について方針を策定する。

交通危険箇所のとりまとめ

　各学校において、児童の視線に立って通学路の

安全点検を実施し、交通危険箇所を抽出する。

　その後、市町村教育委員会は、各学校で抽出し

た交通危険箇所をとりまとめ、関係機関と合同点

検を実施する必要が認められる危険箇所を抽出す

る。

合同点検の実施

　警察、道路管理者、学校関係者等と合同点検の

日程調整を行い、合同点検を実施する。

○　登校時間帯点検の実施

　児童の登校状況、交通量等を把握する必要が

ある危険箇所について、通学路安全対策アドバ

イザーが登校時間帯の点検を実施し、学校に対

策等を助言する。

○　学校単位の連絡協議会

　学校関係者、関係機関、地域住民により構成

され、個々の危険箇所対策について協議・検討

する。必要に応じて地域の総意として対策を要

望する。

○　学校における交通安全教育の実施

  各学校において、歩行環境シミュレータを活

用した安全教育を実施する。

通学路安全対策アドバイザー

の委嘱

　道路行政に詳しく、道路整

備や交通規制の専門的知見が

ある有識者をアドバイザーと

して委嘱する。

事業の普及啓発

　事業の取組状況等につい

て、実践事例集を作成し、県

内の全小学校に配付して、普

及啓発を図る。
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１　事業が行われることとなった背景

　⑴　平成24年４月、京都府亀岡市で集団登校の列に自動車が突入し、多数の死傷者を出した交通

事故が発生するなど、全国的に登下校中の児童が巻き込まれる重大交通事故が相次いで発生し

た。

      こうした事故の発生を防ぐには、交通安全指導や集団登下校などの学校のソフト面での対策

だけでは十分ではなく、道路・交通行政によるハード面での対策が必要であり、警察や道路管

理者等の関係機関と連携した取組が求められた。

　⑵　平成24年に文部科学省、国土交通省、警察庁の３省庁による通学路の危険箇所に関する緊急

合同点検を実施し、これに基づく対策の検討を行った。

　　　本県では、561箇所の危険箇所で対策が必要とされ、学校及び関係機関による対策が進めら

れた結果、平成28年３月末で519箇所が対策済みとなっている。

２　事業の目的

　　上記の背景を踏まえ、通学路における安全を確保するため、対策が必要な市町村に対し、通学

路安全対策アドバイザーを派遣し、専門的見地からの必要な指導・助言の下、学校、教育委員会

及び関係機関等の連携による通学路の合同点検や安全対策の検討及び交通安全教育を行うもので

ある。

３　事業の内容

　⑴　推進委員会の開催

      県教育委員会は、事業の円滑な実施を図るため、県教育委員会、県道路管理者、県警察本部

及び大学関係者等の学識経験者により構成される推進委員会を開催する。

      推進委員会は、市町村教育委員会等の関係機関と十分に調整を行い、通学路の交通安全対策

の検討及び通学路安全対策アドバイザーの派遣を決定する。

　⑵　通学路安全対策アドバイザーの派遣

      県教育委員会は、学校や地域の実情を踏まえて、道路整備や警察行政など、交通安全の確保

に関する専門的な知見がある有識者を通学路安全対策アドバイザーとして委嘱し、市町村に派

遣する。

      通学路安全対策アドバイザーは、小学校における通学路の安全点検への立会い・助言や連絡

協議会における具体的な対策の検討・立案に関する助言等の支援を行う。

　⑶　連絡協議会の開催

      市町村教育委員会は、学校、ＰＴＡ、地域住民、道路管理者及び警察等で構成される連絡協

議会を開催し、通学路安全対策アドバイザーによる専門的な見地からの指導・助言の下、危険

箇所に対する具体的な対策の検討・立案を行う。

　⑷　交通安全教育の実施

      県教育委員会は、通学路安全対策アドバイザーを含む交通安全教育の専門家の協力の下、児

童に対する交通安全教育を実施する。

Ⅱ　通学路安全推進事業の紹介Ⅱ　通学路安全推進事業の紹介
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４　具体的な実施内容

　⑴　学校による通学路の交通危険箇所点検

      各小学校において通学路の点検を行い、児童の視線で交通危険箇所を抽出する。

　⑵　関係機関との合同点検

      市町村教育委員会は、各学校において抽出された危険箇所を精査し、関係機関と対策を検討

する必要が認められる危険箇所については、通学路安全対策アドバイザーの派遣を受けて合同

点検を実施する。

　　　合同点検は、市町村教育委員会､学校、ＰＴＡ、地域住民、道路管理者及び警察等の参加に

より実施する。

　⑶　通学路安全対策アドバイザーによる登校時間帯の危険箇所点検

      危険箇所における児童の登校状況、交通量等について通学路安全対策アドバイザーが点検し、

学校での対策及び関係機関に要望する対策について学校に助言を行う。

　⑷　連絡協議会の開催

      合同点検を実施した結果、特に対策を検討する上で地域住民と協議が必要である危険箇所を

有する小学校において連絡協議会を開催する。

　　　連絡協議会では、地域住民との合意形成を図りながら、関係機関等と対策について検討する。

　⑸　交通安全教育の実施

      県教育委員会は、児童の道路横断中の事故が多いことを踏まえ、通学路安全対策アドバイザー

等の協力の下、道路横断時の危険を疑似体験できる歩行環境シミュレータ等を活用した交通安

全教育を行う。

　⑹　事業の普及啓発

　　　事業を実施した内容、成果、課題等について実践事例集を作成し、県内の全小学校等に配付

して普及啓発を図る。

平成28年度通学路安全推進委員会　委員名簿

所 属 及 び 役 職 氏　　名

委員長 秋田大学理工学部システムデザイン工学科教授 浜岡　秀勝

委　員 国土交通省東北地方整備局秋田河川国道事務所道路管理第二課長 加納　尚史

委　員 秋田県建設部道路課環境維持班主幹 伊勢　　弘

委　員 秋田県警察本部交通部交通規制課課長補佐 武田　博克

委　員 潟上市立飯田川小学校ＰＴＡ会長 菊地　一央

委　員 潟上市教育委員会学校教育課課長補佐 佐々木　栄

委　員 秋田県教育庁義務教育課指導主事 高橋　正史

委　員 秋田県教育庁中央教育事務所指導主事 岩見　誠一

委　員 秋田県教育庁保健体育課長 木浪　恒二
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　県教育委員会は、事業の円滑な実施を図るため、県道路管理者、県警察本部及び大学関係者等の

学識経験者により構成される推進委員会を開催した。

１　第１回推進委員会

　⑴　開催日時

　　　平成28年６月27日（月）

　　　午前10時30分から午後０時まで

　⑵　開催場所

      秋田県庁第２庁舎　４階　高機能会議室

　⑶　開催内容

    ア　平成28年度通学路安全推進委員会要綱の制定

　緊急合同点検の枠組みを活用し、計画的、継続的な取組を推進する「通学路安全推進事業」

の円滑な実施を図ることを趣旨とした要綱を制定した。

　委員長には学識経験者として、秋田大学理工学部システムデザイン工学科教授浜岡秀勝氏

が選任された。

    イ　通学路安全推進事業の実施地区の選定と事業内容説明

　平成28年度に事業を実施するモデル地域に潟上市を選定し、通学路安全対策アドバイザー

を派遣しての合同点検や危険箇所に対する実地調査、学校連絡協議会、道路横断のシミュレー

タ等を活用した交通安全教育の実施について事務局が説明した。

    ウ  通学路安全対策アドバイザーの委嘱

　今年度から新任となる通学路安全対策ア

ドバイザーの選考委嘱について、承認を

得、元秋田県警察官の川尻佳孝氏をアドバ

イザーに委嘱した。

    エ　事業に関する意見

　浜岡委員長からは、次のような意見が出

された。

・ゾーン30規制をすることで、ドライ

バーとしては30km/hで走行しなければならないが、守られていないこともあると思う。

国土交通省では、物理的デバイス、いわゆるハンプなどで道路幅を狭くしてスピード抑

制し、ゾーン30の効果を高める取組があり、何か所かモデル的な場所もある。

・４車線での無信号の横断歩道での児童への事故防止対策を考えなければならない。

Ⅲ　推進委員会の開催Ⅲ　推進委員会の開催

通学路安全対策アドバイザー

川尻佳孝　氏

元秋田県警察官

（平成22年退職）

仙北警察署次長、交通部

運転免許センター次長を

歴任
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２　第２回推進委員会

　⑴　開催日時

　　　平成29年１月18日（水）

　　　午前10時から午前11時30分まで

　⑵　開催場所

      秋田県庁第２庁舎４階高機能会議室

　⑶　開催内容

　　ア　合同点検の実施結果について

　潟上市６校・39箇所で実施した合同点検の結

果として、通学路としての道路状況や関係機関

の対策、アドバイザーからの助言等について説明した。

　　イ　連絡協議会の開催結果について

　　　　連絡協議会で対策の検討等を行った小学校の取組状況について、事務局が説明をした。

　　ウ　交通安全教育の実施結果について

　警察官、通学路安全対策アドバイザーによる道路横断時の注意点や交通安全講話、歩行環

境シミュレータで道路横断時の危険性についての疑似体験による交通安全教育結果について

説明した。

    エ　本事業の成果等

○　浜岡委員長からは、「子どもの安全確保のため、通学路の安全点検を実施し、よりよい

交通環境を整えるという本事業は非常に重要な事業である。安全点検に関しては、ＰＤＣ

Ａサイクルをしっかり回すことが求められる。うまくいっているのかをチェックし、うま

くいかないのはどうしてなのかを確認するなど、１年に１回のサイクルを回す必要があ

る。一方、多くの関係者が集まり、安全に関する議論をすることもまた重要である。１＋

１は２だが、会議で話題として取り上げることで、成果が３にも４にもなる可能性がある。

今年度で４年目になる本事業だが、これまでの成果をまとめてほしい。このまとめが、次

年度以降に事業を実施する地域やまだ実施していない地域のよい参考となる。本事業で県

内全てを回るには時間が必要だが、県内の子どもの交通事故が限りなくゼロになることを

ゴールとし、本事業を実施していきたい。」との話があった。

○　佐々木委員からは、潟上市が取り組んだ成果として、「通学路の安全確保に向けたシス

テムが構築され、事業を通して手順を踏んだ具体的な通学路対策を検討することができた。

学校連絡協議会を開催し、通学路の危険箇所について関係各所から意見をいただき十分な

話合いを実施することができた。通学路安全対策アドバイザーから合同点検や朝の実地調

査を踏まえ、専門的な立場からの助言をしていただいた。合同点検を踏まえ、交通安全マッ

プの見直しが行われ、児童に配付することができた。『わたりジョーズ君』を活用した交

通安全教育では、交通安全・交通事故防止の重要性を再認識できた。警察や道路管理者か

ら道路整備や交通規制が実施されるまでの過程の説明や対策未実施箇所の対応について、

早期対応や検討する。」との話があった。また、課題として、「潟上市の通学路は狭い道路

が多く、歩車分離の安全対策がとれない。通学路の安全は道路を使用するドライバーのマ

ナーやモラルにかかることが大きい。危険運転対策が肝要である。通学路の安全対策には

予算が必要であり、予算計上まで時間がかかる。今のところ潟上市での児童生徒の交通事

故はゼロであるが、今後もずっと継続していきたい。」との話があった。
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　各小学校で抽出した危険箇所のうち、関係機関と対策を協議する必要が認められる箇所について、

通学路安全対策アドバイザーの助言を得ながら、道路管理者、警察等と合同で点検を実施した。

１　実施日　

    平成28年８月１日（月）から８月10日（水）までの間の４日間

２　実施場所

  ○潟上市内の通学路危険箇所39箇所

    ・県道　　　（11箇所）

    ・市道　　  （28箇所）

３　参加機関

  ○道路管理者

　　・秋田地域振興局建設部工務課

　　・潟上市産業建設部都市建設課

　○五城目警察署

　○潟上市教育委員会

　○教育庁保健体育課

　○潟上市小学校（６校）

４  各学校の主な合同点検実施箇所

◇天王小（道幅が狭く交通量が多い市道） ◇天王小（交通量が多い市道）

Ⅳ　合同点検Ⅳ　合同点検
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◇出戸小（高速車両が行き交う通学路） ◇出戸小（交通量が多く横断時危険な市道）

◇追分小（交通量が多く見通しが悪い交差点） ◇追分小（交通量が多く横断時危険な市道）

◇天王小（交通量が多く横断時危険な市道） ◇追分小（交通量が多い県立高校入口交差点）
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◇東湖小（交通量多く横断時危険な市道） ◇東湖小（狭く見通しが悪い通学路）

◇飯田川小（用水路転落防止網の下側がなく危険） ◇飯田川小（橋の横側の歩道が狭く危険）

◇出戸小（朝の交通量多く危険な市道） ◇飯田川小（カーブで見通しが悪く危険な横断歩道）
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◇大豊小（交通量多い学校前交差点） ◇大豊小（狭く見通しが悪い通学路）

◇東湖小（カーブで見通しが悪い横断歩道） ◇大豊小（高速車両多く危険な横断歩道） 
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合
同

点
検

実
施

状
況

一
覧

表
合

同
点

検
実

施
状

況
一

覧
表

学
校
名

点
　

検
　

箇
　

所
通
学
路
の
状
況
・
危
険
の
内
容

対
　

策
　

内
　

容
結
　
　
　
　
　
　
果

天
王

小

県
道
二

田
停

車
場

線
二
田
駅
前
か
ら
旧
天
王

庁
舎
ま
で
の
道
路

交
通
量
が
多
く
、
道
幅
が
狭
い
。
歩
道
の
白
線
は
あ
る
が
縁

石
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
な
い
。

・
ラ
イ
ン
の
引
き
直
し
を
す
る
。

・
駅
か
ら
信
号
ま
で
の
道
路
に
ド
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
引

き
、
自
動
車
の
速
度
を
抑
制
さ
せ
る
。

・
H
2
9
年
度
以
降
実
施
に
向
け
て
検
討
。

二
田
３
号
線

上
江
川

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
オ
オ
ゼ

キ
か
ら
天
王
中
学
校
校

門
前

通
学

路
に

な
っ

て
お

り
、

登
校

時
は

交
通

量
が

特
に

多
く
、

車
両
と
す
れ
違
う
際
に
児
童
の
左
腕
が
サ
イ
ド
ミ
ラ
ー
と
接

触
す
る
事
故
が
２
件
あ
っ
た
。

・
地
域
の
住
民
の
理
解
を
得
る
の
は
大
変
だ
が
、
通

学
時
間
帯
だ
け
で
の
規
制
を
行
う
。

・
通

学
路

安
全

対
策

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

が
登

校
時

間
帯

に
実

地
調

査
を

実
施
。

結
果
、

登
校

時
の

車
の

台
数

は
非

常
に

少
な
い
の
で
、
規
制
の
必
要
な
し
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。

上
江
川
・
二
田
線

二
田
新
町

①
終
日
交
通
量
が
多
く
、
歩
道
、
縁
石
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が

な
い
た
め
危
険
で
あ
る
。

②
理
容
佐
々
木
前
か
ら
県
道
に
ぬ
け
る
道
路
が
緩
い
カ
ー
ブ

に
な
っ
て
お
り
県
道
側
か
ら
来
る
車
は
右
側
を
歩
い
て
く
る

児
童
が
見
え
に
く
い
。
上
江
川
方
面
か
ら
登
校
し
て
く
る
児

童
は
、
こ
の
道
路
を
横
断
し
て
く
る
が
、
横
断
歩
道
は
な
く

見
通
し
も
よ
く
な
い
た
め
危
険
で
あ
る
。

・
道
路
が
狭
く
、
横
断
歩
道
設
置
は
難
し
い
。

・
「

児
童

横
断

危
険

」
な

ど
の

注
意

喚
起

を
示

す
看

板
を
設
置
す
る
。

・
看
板
の
設
置
予
定
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。

蒲
沼
二
田
線

①
上
江
川
踏
切

②
二
田
踏
切

③
上
二
田
踏
切

①
②
③
の
踏
切
は
交
通
量
が
多
く
、
車
両
が
踏
切
を
通
過
す

る
際
に
は
、
子
ど
も
は
踏
切
の
端
を
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
特
に
、
①
③
の
踏
切
は
幅
が
狭
い
。

・
道
路
構
造
上
の
危
険
は
な
い
。

・
問
題
は
自
動
車
の
速
度
に
あ
る
の
で
注
意
喚
起
の

看
板
を
設
置
す
る
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
を
十
分
に
行
う
。

・
看
板
の
設
置
予
定
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。

上
江
川
・
羽
立
線

ふ
る
さ
と
農
道
と
交
差

す
る
交
差
点

信
号
や
横
断
歩
道
が
な
く
、
見
通
し
が
悪
い
た
め
に
危
険
で

あ
る
。

・
歩

道
が

整
備

さ
れ

て
い
る
の
で
、
し
っ
か
り
歩
道
を

歩
き

、
横

断
歩

道
を

渡
る
よ
う
に
児
童
に
指
導
す
る
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。

沖
田
・
野
沢
線

塩
口
北
野
団
地
前
～
カ

ン
ト

リ
ー

エ
レ

ベ
ー

タ
ー
前
Ｙ
字
路

渋
谷

方
面

に
向

か
う

児
童

の
通

学
路

。
塩

口
北

野
団

地
横

に
は

用
水

路
が

あ
る

が
、

歩
道

が
な

い
。

交
通

量
が

多
く

危
険

で
あ

る
。

そ
の

先
の

カ
ン

ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
の
Ｙ
字
路
は
、
見
通
し
が
悪
く
危
険
で
あ
る
。

・
左
端
の
路
側
帯
を
通

り
、
横
断
歩
道
の
と
こ
ろ
ま

で
歩
い
て
き
て
注
意
し

て
渡
る
よ
う
に
児
童
に
指
導

す
る
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。

二
田
・
大
崎
線

大
崎
か
ら
学
校
に
向
か

う
通
学
路
（
川
の
付
近
）

緩
い
左
カ
ー
ブ
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
右
側
を
歩
行
し
て
い
る

児
童

ぎ
り

ぎ
り

に
走

行
し

て
く

る
車

両
が

あ
り

危
険

で
あ

る
。

そ
の
た
め
、
朝
の
時
間
は
左
側
を
通
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

・
子
ど
も
た
ち
が
通
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
草
に
覆
わ

れ
て
い
て
狭
く
な
っ
て

い
る
た
め
、
草
刈
り
を
行
う
。

・
「

通
学

路
注

意
」

な
ど

の
注

意
喚

起
を

示
す

看
板

を
設

置
す

る
。

・
草
刈
り
に
よ
る
対
策
を
実
施
。

・
看
板
の
設
置
予
定
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。

県
道
男
鹿
昭
和
飯

田
川
線

二
田
神
社
付
近
　
さ
と

う
電
機
前
交
差
点

登
校
時
は
交
通
量
が
多
く
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
走
行
す
る

車
が
多
い
。
登
校
時
、
上
江
川
方
向
か
ら
県
道
を
横
断
す
る

際
は
、
危
険
な
思
い
を
し
て
横
断
し
て
き
て
い
る
。

・
歩
道
の
塗
り
直
し
を
行
う
。

・
ラ

イ
ン

の
抜

け
て

い
る

と
こ

ろ
の

塗
り

直
し

を
行

う
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全

指
導
を
十
分
に
行
う
。

・
H
2
9
年
ラ
イ
ン
の
塗
り
直
し
実
施
予
定
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。

東
湖

小

天
王
駅
前
１
号
線

天
王
駅
前
ト
イ
レ
近
く

の
道
路

雨
が
降
る
と
水
が
た
ま
り
、
水
が
引
く
ま
で
時
間
が
か
か
る

た
め
、
長
靴
で
な
い
と
歩
行
で
き
な
い
状
態
に
な
る
。

・
今
春
、
排
水
路
の
水
が
一
旦
溜
ま
る
と
こ
ろ
の
清

掃
済
み
。
た
だ
、
勾
配
が
ゆ
る
や
か
な
た
め
、
流
れ

が
ど
う
し
て
も
悪
く
な
っ
て
い
る
。

・
年
１
回
は
今
後
も
清
掃
し
て
い
く
。

・
雨
の
日
の
点
検
を
行
う
。

・
清
掃
対
策
済
み
。
今
後
も
年
１
回
の
清
掃
を
継
続
。

・
雨
の
日
の
点
検
の
実
施
。

・
大
雨
の
際
の
通
学
路
の
変
更
。

県
道

1
0
4
号

男
鹿

昭
和
飯
田
川
線

学
校
プ
ー
ル
近
く
の
横

断
歩
道

横
断
歩
道
は
あ
る
が
、
道
路
が
狭
く
、
朝
の
交
通
量
も
多
い

た
め
横
断
の
際
危
険
で
あ
る
。

・
車
の
ス
ピ
ー
ド
を
制
御
す
る
た
め
の
ド
ッ
ト
ラ
イ

ン
は
入
れ
て
あ
る
。

・
ラ
イ
ン
の
引
き
直
し
を
行
う
。

・
東

湖
小

出
口

の
看

板
、

カ
ー

ブ
ミ

ラ
ー

が
見

え
に

く
く

な
っ

て
い

る
の

で
、
校

舎
敷

地
内

の
木

の
枝

の
剪

定
を

行
う

。

・
対
策
実
施
済
み
。

・
状
況
に
よ
り
ラ
イ
ン
の
引
き
直
し
の
実
施
。

・
支
障
木
伐
採
対
策
済
み
。

天
王
・
塩
口
線

学
校
校
門
近
く
の
横
断

歩
道

横
断
歩
道
は
あ
る
が
、
道
路
が
狭
く
、
交
通
量
も
多
い
た
め

横
断
の
際
危
険
で
あ
る
。

・
道
路
を
横
断
す
る
際
に
十
分
注
意
す
る
よ
う
に
指

導
す
る
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。

天
王
・
塩
口
線

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
近
く

の
交
差
点

車
用
信
号
機
、
横
断
歩
道
は
あ
る
が
、
歩
道
部
分
が
狭
く
登

下
校
時
の
交
通
量
が
多
く
、
危
険
で
あ
る
。

・
押
し
ボ
タ
ン
式
歩
行
者
用
信
号
機
の
設
置
を
検
討
す
る
。

・
信
号
機
が
あ
る
の
で
道

路
の
カ
ラ
ー
塗
装
の
必
要
は
な
し
。

・
交
通
量
調
査
の
上
、
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
の
設
置

を
検
討
。

江
川
１
号
線

天
王
字
御
休
下
2
0
0

狭
い
道
の
交
差
点
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
の
た
め
見
通
し
が

悪
く
危
険
で
あ
る
。

・
停

止
線

の
引

き
直

し
を
行
う
。（

消
え
て
き
て
い
る
た
め
）

・
「
止
ま
れ
」
の
標
識
を

取
り

替
え

る
。（

色
褪

せ
の

た
め

）
・
十
分
に
注
意
し
て
通

行
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

・
ラ
イ
ン
の
引
き
直
し
を
実
施
。

・
H
2
9
年
以
降
、
標
識
の
取
替
え
実
施
予
定
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。
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出
戸

小

二
田
・
追
分
線

細
谷
方
面

交
通
量
が
多
く
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
車
も
多
い
。

歩
道
が
な
い
。

・
平
成
3
0
年
度
か
ら
、
歩
道
建
設
着
手
予
定
。

・
現
状
で
は
、
気
を
付
け
て
通
行
す
る
よ
う
に
指
導

す
る
。

・
平
成
3
0
年
度
、
歩
道
建
設
着
手
予
定
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。

二
田
・
追
分
線

細
谷
長
根

交
通
量
が
多
く
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
車
も
多
い
。

斜
め
横
断
で
過
去
に
事
故
あ
り
。

・
横
断
歩
道
の
設
置
も
検
討
。
横
断
歩
道
が
多
す
ぎ

る
の
も
課
題
が
あ
る
た
め
、
児
童
へ
の
交
通
安
全
指

導
を
徹
底
さ
せ
る
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。

出
戸
新
町
中
央
線

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
前

交
通
量
が
多
く
、
飛
び
出
し
に
注
意
が
必
要
。

児
童

は
登

下
校

時
は

通
ら

な
い

が
遊

び
に

来
る

と
き

に
通

る
。

・
十
分
注
意
し
て
横
断
歩
道
を
渡
る
よ
う
に
指
導
す

る
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。

追
分
下
出
戸
線

出
戸
小
前

コ
ン
ビ
ニ
に
出
入
り
す
る
車
が
多
く
、
危
険
で
あ
る
。

・
外
側
線
を
し
っ
か
り
引
く
。

・
「

学
童

あ
り
、

敷
地

内
通

り
抜

け
禁

止
」

等
の

看
板
設
置
協
力
を
お
願
い
す
る
。

・
ラ
イ
ン
の
引
き
直
し
実
施
予
定
。

追
分
下
出
戸
線

三
輪
神
社
前

道
幅
が
狭
く
、
１
列
歩
行
で
も
車
両
と
の
す
れ
違
い
に
注
意

が
必
要
。

・
交
通
量
調
査
の
上
で
必
要
で
あ
れ
ば
片
側
だ
け
で

も
７

時
～

８
時

半
ま

で
の

通
行

規
制

を
お

願
い

す
る
。

・
登
校
時
間
帯
の
実
施
調
査
実
施
。
７
号
線
方
面
へ
繋

が
る
道
な
の
で
交
通
規
制
は
困
難
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。

追
分
下
出
戸
線

上
谷
地
方
面

カ
ー
ブ
で
見
通
し
が
悪
い
所
に
横
断
歩
道
が
あ
る
。

・
構
造
上
問
題
な
し
。

・
左
右
を
よ
く
見
て
横
断
す
る
よ
う
指
導
す
る
。

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
校
外
指
導
部
に
働
き
か
け
、
街
頭
指
導
を

し
て
も
ら
う
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
校
外
指
導
部
に
よ
る
街
頭
指
導
の
実
施
。

鶴
沼
台
５
号
線

潟
上
市
庁
舎
前

信
号
、
横
断
歩
道
が
な
く
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
車
が
多
い
。

・
よ
く
注
意
し
て
渡
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。

出
戸

浜
・
上
出
戸
線

出
戸
小
学
校

東
側
校
門
前

特
に
朝
の
通
勤
ド
ラ
イ
バ
ー
。
列
車
の
時
刻
に
合
わ
せ
て
ス

ピ
ー
ド
を
出
し
危
険
で
あ
る
。

樹
木

が
伸

び
て

危
険

で
あ

る
。

特
に

樹
木

の
上

方
が

伸
び

、
ト

ラ
ッ

ク
等

の
積

載
物

に
接

触
し

て
黄

色
灯

火
が

落
下

し
た

こ
と

が
あ

る
。

・
3
0
㎞
制
限
を
は
っ
き
り
示
す
よ
う
に
標
識
を
設
置

す
る
。

・
土
地
所
有
者
に
伐
採
を
依
頼
す
る
。

・
登
校
時
の
実
地
調
査
実
施
。

・
標
識
設
置
の
検
討
。

・
土
地
所
有
者
に
伐
採
の
依
頼
。

出
戸

浜
・
上
出
戸
線

出
戸
小
学
校
東
側
校
門

前
市
道
（
開
拓
踏
切
）

標
示
が
薄
く
な
っ
て
い
る
。

・
定
期
的
に
塗
り
直
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
Ｊ
Ｒ
に

対
し
て
依
頼
す
る
。

・
定
期
的
な
塗
り
直
し
の
依
頼
。

追
分

小

追
分
小
学
校
線

追
分
小
学
校
入
口
か
ら

の
坂
道

交
通
量
の
多
い
船
川
街
道
か
ら
小
学
校
へ
の
入
口
と
な
る
た

め
、

信
号

機
が

設
置

さ
れ

て
い

る
。

そ
の

入
口

付
近

で
は
、

信
号
待
ち
の
車
に
後
続
車
が
追
突
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
坂

道
の
幅
が
狭
く
、
児
童
登
下
校
時
に
車
が
す
れ
違
う
こ
と
は

困
難

で
あ

る
。

ま
た
、

途
中

緩
や

か
だ

が
カ

ー
ブ

が
あ

り
、

見
通
し
が
悪
く
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

・
歩
道
の
前
で
い
っ
た
ん
止
ま
る
と
い
う
こ
と
を
指

導
す
る
。

・
横
切
っ
て
い
る
歩
道
は
自
転
車
が
走
れ
る
歩
道
で

は
な
い
と
い
う
点
も
指
導
す
る
。

・
校
外
指
導
部
会
の
際
に
要
望
が
あ
れ
ば
「
指
導
線
」

を
引
く
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。

・
指
導
線
は
引
か
ず
。

追
分
下
出
戸
線

船
川
街
道
と
秋
田
西
高

校
入
口
の
交
差
点

交
通
量
の
多
い
交
差
点
で
あ
る
が
、
信
号
機
が
、
船
川
街
道

を
横

断
す

る
教

会
側

に
（

１
機

）
し

か
な

い
。

そ
の

た
め
、

怖
く
て
渡
り
づ
ら
い
。
追
分
保
育
園
が
あ
り
そ
の
送
り
迎
え

の
時
間
帯
に
重
な
る
こ
と
、
秋
田
西
高
生
の
通
学
時
間
帯
と

も
重
な
り
、
自
転
車
通
学
者
に
も
注
意
し
て
歩
行
し
て
い
る
。

・
児

童
が

安
心

し
て

渡
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、

信
号
機
を
押
し
ボ
タ
ン
か
ら
定
周
期
式
に
変
え
て
も

ら
う
。
信
号
機
を
増
設
し
て
も
ら
う
。

・
学
校
連
絡
協
議
会
で
再
度
検
討
す
る
。

・
登
校
時
間
帯
の
実
施
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
学
校
連

絡
協
議
会
で
再
度
話
し
合
う
こ
と
を
決
定
。

・
学
校
連
絡
協
議
会
で
話
し
合
っ
た
結
果
、
安
全
性
と

円
滑
性
を
考
え
た
上
で
ど
の
信
号
が
い
い
の
か
五
城
目

署
に
調
査
、
検
討
し
て
も
ら
い
、
信
号
を
設
置
し
て
も

ら
う
こ
と
を
要
望
。

二
田
・
追
分
線

潟
上

市
天

王
長

沼
28
−７

交
通
量
が
多
く
点
滅
信
号
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
見
通
し

が
悪
く
、
車
の
ス
ピ
ー
ド
も
速
い
の
で
危
険
で
あ
る
。

・
朝
の
時
間
帯
の
通
行
規
制
は
さ
れ
て
い
る
。

・
「

学
童

横
断

あ
り
、

ス
ピ

ー
ド

注
意

」
等

の
看

板
を
設
置
し
て
も
ら
う
（
看
板
は
あ
る
が
文
字
が
薄
く

な
っ
て
い
る
）
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。

・
看
板
の
設
置
予
定
。

追
分
下
出
戸
線

潟
上
市
天
王
上
北
野
1
0

途
中
、
縁
石
が
途
切
れ
途
切
れ
に
な
っ
た
り
、
な
く
な
っ
た

り
す
る
の
で
、
危
険
で
あ
る
。

・
縁
石
を
付
け
る
と
狭
く
な
り
、
民
家
も
あ
る
の
で

所
々

に
縁

石
を

置
く

こ
と

し
か

で
き

な
い
。

ま
た
、

そ
う
い
う
状
態
な
の
で
、
児
童
が
上
に
載
っ
て
歩
く

な
ど
、
か
え
っ
て
危
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

・
道
路
の
幅
は
十
分
あ
る
の
で
、
気
を
つ
け
て
歩
く

よ
う
に
指
導
す
る
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。

二
田
・
追
分
線

潟
上

市
天

王
上

北
野

12
8

交
通
量
が
多
く
、
見
通
し
が
悪
く
、
車
の
ス
ピ
ー
ド
も
速
い

の
で
危
険
で
あ
る
。
過
去
に
交
通
事
故
あ
り
。

・
信

号
を

守
っ

て
気

を
つ

け
て

歩
く

よ
う

に
指

導
す

る
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。
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学
校
名

点
　

検
　

箇
　

所
通
学
路
の
状
況
・
危
険
の
内
容

対
　

策
　

内
　

容
結
　
　
　
　
　
　
果

大
豊

小

高
田
橋
線

高
田
橋

橋
の
幅
が
狭
く
、
朝
夕
の
交
通
量
が
多
い
。
朝
の
登
校
時
7
:
0
0

～
8
:
0
0
は

交
通

規
制

が
か

か
る

が
、

下
校

時
は

規
制

が
な

く
、
危
険
で
あ
る
。

・
新
し
い
橋
が
と
な
り
に
で
き
る
（
平
成
3
1
年
度
）
。

そ
れ
ま
で
は
子
ど
も
た
ち
に
は
十
分
注
意
し
て
通
行

す
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

・
新
し
い
橋
の
設
置
。
（
H
3
1
供
用
開
始
予
定
）

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。

天
王
・
大
久
保
線

大
久
保
商
店
街
通
り

商
店
前
に
車
の
駐
車
が
見
ら
れ
る
。
歩
道
が
設
け
ら
れ
て
お

ら
ず
、
路
側
帯
が
消
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

・
踏
切
方
面
か
ら
年
次
計
画
に
よ
り
、
順
次
、
舗
装

を
し
、
外
側
線
を
引
き
直
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

・
道
路
を
順
次
整
備
、
外
側
線
の
引
き
直
し
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。

県
道
男
鹿
昭
和
飯

田
川
線

宮
前
踏
切
付
近
の
押
し

ボ
タ
ン
式
横
断
歩
道

道
幅
は
狭
い
が
、
車
は
結
構
な
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
往
来
し

て
い
る
。
左
右
は
緩
や
か
な
カ
ー
ブ
と
な
っ
て
お
り
、
見
通

し
が
悪
い
。

・
押
し
ボ
タ
ン
信
号
を
し
っ
か
り
押
し
、
信
号
が
青

に
な
り
車
が
し
っ
か
り
止
ま
っ
た
の
を
確
認
し
て
か

ら
渡
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。

元
木
本
線

元
木
町
内
周
辺

住
宅
街
の
中
の
狭
い
道
路
を
、
登
下
校
時
に
も
多
く
の
車
が

走
っ
て
お
り
、
危
険
で
あ
る
。

・
道

路
を

拡
幅

す
る

こ
と
は
不
可
能
な
の
で
、
子
ど
も

た
ち

に
十

分
注

意
し

て
通
行
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。

県
道
男
鹿
昭
和
飯

田
川
線

学
校
前
交
差
点

信
号
や
横
断
歩
道
は
あ
る
が
、
常
に
交
通
量
が
多
い
交
差
点

の
た
め
、
危
険
で
あ
る
。

・
交
通
量
は
多
い
が
対
策
が
万
全
に
取
ら
れ
て
い
る

（
信

号
機
、

カ
ラ

ー
舗

装
、

広
い

歩
道

）
の

で
、

引

き
続
き
注
意
し
て
歩
く
よ
う
に
指
導
す
る
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。

飯
田

川
小

県
道
1
0
4
号
線
と

3
0
3
号
線
合
流
点

歩
道
橋

敷
石
が
割
れ
て
い
る
部
分
が
多
く
、
過
去
に
は
そ
の
割
れ
た

破
片
を
車
道
に
放
り
投
げ
た
事
例
あ
り
。
ま
た
、
積
雪
期
に

な
る
と
階
段
が
凍
り
、
滑
り
や
す
い
。

・
県
で
は
定
期
的
に
点
検
・
修
理
し
て
い
る
。

・
架
け
替
え
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
警
察
、
地
域
住
民

と
の
協
議
の
上
、
撤
去
し
、
歩
道
等
に
す
る
。

・
冬
の
熱
線
は
要
確
認
。

・
定
期
的
な
点
検
と
補
修
の
継
続
。

・
熱
線
は
入
っ
て
い
る
の
で
冬
季
に
再
確
認
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。

県
道
1
0
4
号
線

ハ
イ
ツ
下
～
国
道
７
号

線
合
流
点

旧
八
郎
潟
ハ
イ
ツ
か
ら
下
り
て
き
た
車
が
一
時
停
止
し
な
い

こ
と
が
あ
る
。
特
に
冬
期
間
要
注
意
。
ま
た
、
こ
の
区
間
は

全
線
歩
道
が
な
く
、
朝
夕
の
通
勤
、
退
勤
時
に
は
車
の
往
来

も
多
く
危
険
。
特
に
積
雪
時
に
は
道
路
が
狭
く
な
り
、
ま
す

ま
す
危
険
と
な
る
。

・
旧
八
郎
潟
ハ
イ
ツ
の
通
り
に
は
「
と
ま
れ
」
の
標

識
が
し
っ
か
り
と
あ
り
、
安
全
上
の
問
題
は
構
造
的

に
は
な
い
。

・
10

4号
線
は
道
幅
が
狭

く
、
歩

道
の

設
置

は
難

し
い

。

・
舗
装
を
直
し
な
が
ら
、
外
側
線
な
ど
の
ラ
イ
ン
を

引
き
直
し
て
い
く
。

・
舗
装
実
施
、
ラ
イ
ン
の
引
き
直
し
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。

県
道
1
0
4
号
線

三
浦
酒
店
前

登
校
時
の
車
の
往
来
が
多
く
、
微
妙
に
カ
ー
ブ
し
て
い
る
た

め
見
通
し
が
悪
い
。
ま
た
、
時
々
自
動
販
売
機
前
に
停
車
中

の
車
も
あ
り
、
注
意
を
要
す
る
。

・
構
造
上
問
題
は
な
し
。

・
も
し
、
対
策
を
取
る
と
し
た
な
ら
、
速
度
抑
制
の

た
め
に
ド
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
入
れ
る
こ
と
も
可
能
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。

・
ド
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
よ
る
抑
止
の
検
討
。

県
道
1
0
4
号
線

矢
坂
方
面
か
ら
の
出
口

付
近

車
の
往
来
が
激
し
く
付
近
に
横
断
歩
道
も
な
い
た
め
、
横
断

が
困
難
。

・
当
該
児
童
に
十
分
に
注
意
し
て
渡
る
よ
う
に
指
導

す
る
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。

水
神

端
・
新
潟
端
線

踏
切
付
近
及
び
用
水
路

農
繁

期
に

は
軽

ト
ラ

ッ
ク

な
ど

の
作

業
車

の
往

来
が

多
い
。

ま
た
、
用
水
路
と
の
段
差
が
大
き
く
落
ち
る
と
危
険
。

・
ネ
ッ
ト
を
張
る
等
の
対
策
済
み
。
留
め
具
が
外
れ

て
い
る
と
こ
ろ
を
今
後
補
修
し
て
い
く
予
定
。

・
川
を
の
ぞ
き
込
ま
な
い
な
ど
、
注
意
喚
起
す
る
。

・
柵
、
ネ
ッ
ト
等
の
対
策
済
み
。

・
今
後
補
修
を
行
う
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。

県
道
3
0
3
号
線

飯
田
川
橋
付
近

歩
道
と
橋
の
間
に
隙
間
が
あ
る
。
ま
た
、
下
に
用
水
路
(
妹
川
)

が
流
れ
て
い
る
が
、
高
低
差
が
大
き
く
落
ち
る
と
危
険
。

・
歩
行
者
用
の
橋
を
作
る
こ
と
も
可
能
性
と
し
て
考

え
ら
れ
る
が
、
予
算
が
莫
大
に
か
か
る
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。

県
道
1
0
4
号
線

飯
田
川
小
学
校
～
大
久

保
駅
方
面

歩
道
が
狭
く
、
各
家
々
の
前
で
は
出
て
く
る
車
と
接
触
し
な

い
か
心
配
。
ま
た
、
各
家
々
の
前
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
な
く

道
路
に
は
み
出
し
て
事
故
に
遭
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

・
道
路
に
面
す
る
各
家
々
の
出
入
り
の
た
め
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
を
こ
れ
以
上
付
け
る
こ
と
は
難
し
い
。（
付

け
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
す
べ
て
付
け
て
あ
る
）

・
走

行
す

る
車

の
ス

ピ
ー

ド
を

抑
え

る
た

め
に
、

ド
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
引
い
て
対
策
済
み
。

・
ド
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
対
策
済
み
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
。
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　合同点検を実施した危険箇所のうち、登校時間帯における交通の実態と児童の登校状況を把握す

る必要がある場所を通学路安全対策アドバイザーが点検し、学校が実施する対策と関係機関に要望

する対策について助言した。

１　実施月日及び実施場所

実施小学校 実　施　日 実　　施　　場　　所

出戸小学校 　９月５日（月） 市道追分下出戸線（三輪神社前道路及び開拓踏切）

天王小学校 　９月９日（金） 市道二田３号線（理容店～天王中学校校門の間）

追分小学校 　９月23日（金） 市道追分下出戸線（秋田西高校入り口交差点）

２　実施状況

　通学路安全対策アドバイザーが児童の登校実態と交通量等を調査し、学校でとるべき対策、関

係機関に要望する対策等について助言した。

　学校に助言した主な対策としては、「通学路」看板の設置、道路標示の塗り直し、信号機の設

置要望、児童への交通安全指導等であった。

出戸小学校 追分小学校

Ⅴ　登校時間帯の点検Ⅴ　登校時間帯の点検
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　平成24年、全国で登下校中の児童等が死傷する事故が相次いで発生したことから、平成24年８月

に各小学校の通学路において関係機関と連携して緊急合同点検を実施し、必要な対策内容について

も関係機関で協議した。引き続き通学路の安全確保に向けた取組を行うため、関係機関の連携体制

を構築し、平成27年２月「潟上市通学路交通安全プログラム」を策定した。

潟上市地域ぐるみの学校安全推進委員会の活用

　通学路の安全対策実施のため、以前から組織化されている「潟上市地域ぐるみの学校安全推進委

員会」を活用し、「通学路点検の結果」、「道路管理者の対策実施状況」、「警察の道路規制」等の情

報を定期的に協議し、本プログラムに沿って通学路の安全対策を実施している。

　１　会議の開催

　　　平成28年６月29日（水）15:00 ～ 16:30

　２　開催場所

　　　潟上市役所　３階　第１・２会議室

　３　推進委員会の構成

　　　　・秋田県教育庁中央教育事務所　　　・潟上市校長会

　　　　・五城目警察署　　　　　　　　　　・潟上市内各小・中学校生徒指導主事

　　　　・湖東地区消防署昭和分署　　　　　・潟上市スクールガード・リーダー

　　　　・男鹿地区消防署天王分署　　　　　・潟上市生活環境課

　　　　・男鹿地区消防署天王南分署　　　　・潟上市交通安全協会

　　　　・潟上市防犯協会　　　　　　　　　・潟上市教育委員会

　　　　・潟上市民生児童委員協議会

Ⅵ　潟上市の推進体制の構築と基本的方針の策定Ⅵ　潟上市の推進体制の構築と基本的方針の策定
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　４．取組方針

　継続的に通学路の安全を確保するため、緊急合同点検後も合同点検を継続するとともに、対

策実施後の効果把握も行い、対策の改善・充実を行う。

　これらの取組をＰＤＣＡサイクルとして繰り返し実施し、通学路の安全性の向上を図っていく。

　　［通学路安全確保のためのＰＤＣＡサイクル］

通学路安全推進事業実践委員会

　　本事業の趣旨や内容、計画等を学校や各関係機関等に伝えるため、実践委員会を開催した。

　１　会議の開催

　　　平成28年７月14日（木）15:00 ～ 16:30

　２　開催場所

　　　潟上市役所　３階　第１・２会議室

　３　実践委員会の構成

　　　・国土交通省秋田国道維持出張所　　　・潟上市各小学校教頭

　　　・秋田地域振興局　　　　　　　　　　・潟上市各小学校ＰＴＡ校外指導部

　　　・秋田県教育庁保健体育課　　　　　　・潟上市産業建設部都市建設課

　　　・潟上市スクールガード・リーダー　　・潟上市教育委員会

　

　４　協議内容

　　⑴　通学路安全推進事業について

　　　①事業開始の経緯について

　　　②事業の内容について

　　⑵　通学路安全推進事業の計画等について

対策の改善・充実 対策の実施

合同点検の実施

対策の検討

対策効果の把握
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～潟上市立追分小学校～

１　はじめに

　追分小学校は、児童数359名、学級数14学級（うち特別支援学級２学級）の中規模校である。

追分小学校区は潟上市の南西に位置し、南は秋田市と、西は出戸小・天王小・東湖小学区を挟み

男鹿市と隣接している。羽州街道と男鹿街道との分岐となる交通の要所であり、秋田市に勤務地

をもつ住民のベッドタウンとして住宅が増え続けている。また、秋田西高等学校、天王みどり学

園、県立大学キャンパス、県総合教育センターなどの県の主要な教育機関や学校、医療福祉関係

施設があり、様々な世代の人々の往来が多く、そのため朝夕の車や人の通行量が多い。

　男鹿街道を中心に、全員が徒歩で通学している。交通事情や児童の通学する道路に変化が見ら

れ、安全対策について検討しているところである。

２　学校における通学路の点検と安全指導

　年度初めに担任が児童の自宅場所を確認する「地域巡回」を実施し、その際通学路についても

確認・点検を行っている。また、ＰＴＡ校外指導部が各町内の危険個所を点検し、危険情報を学

校へ連絡していただき、地区児童会で確認している。

　また、４月下旬には、五城目警察署上出戸交番の協力を得て、全校での交通安全教室を実施し

ている。１・２年生は「歩行の仕方」「横断歩道の渡り方」を学び、実際に通学路に行って歩行

してみるという体験的な安全学習を行っている。３～６年生は「正しい自転車の乗り方」を学び、

交通ルールの確認と自転車点検、乗車技能の向上や正しい駐輪の仕方を学んだ。

  その他、全国交通安全運動期間に合わせてＰＴＡ校外指導部、教職員による街頭指導を行って

いる。日常的には、「追分地区の子供を守る会」の会員の皆さんが朝夕に通学路等の危険個所に

立ち、児童の見守りと同時に交通安全指導を行っている。

　　

３　合同点検及びアドバイザーとの実地調査の状況

　危険箇所として追分小学校から要望のあった「追分小学校線」「二田・追分線（長沼地区と上

北野地区の２箇所）」「追分下出戸線（秋田西高入口と上北野地区の２箇所）」の計５箇所の合同

点検を実施した。そのうち「追分下出戸線・秋田西高校入口交差点」を重点対策箇所として実地

調査を行い、学校連絡協議会を開くこととした。

⑴　点検箇所：「追分下出戸線・秋田西高校入口交差点」

⑵　現状：交通量の多い交差点であるが信号機が追分下

出戸線を横断する教会側に１機しかないため、信号

機のない横断歩道は怖くて渡りづらい。追分保育園

への送り迎えや秋田西高生の通学の時間帯とも重な

り、自転車通学者にも注意して歩行している。

⑶　対策の検討：児童が安心して渡ることができるよう

に、信号機を押しボタンから定周期式に変えてもら

う、信号機を増設してもらうなど、何らかの対策が

必要である。学校連絡協議会を開催し、検討していく。

Ⅶ　連絡協議会開催学校の取組Ⅶ　連絡協議会開催学校の取組

合同点検 (8/1)
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４　学校連絡協議会の開催状況

　⑴　開催日　平成28年12月９日（金）

⑵　参加者　通学路安全対策アドバイザー、秋田西高校教頭、五城目警察署警察官、潟上市産業

建設部都市建設課職員、追分小ＰＴＡ会長・ＰＴＡ校外指導部長、追分小学校長・

教頭、秋田県教育庁保健体育課職員、潟上市教育委員会職員

　⑶　主な協議内容

　　ア　重点箇所の状況について(映像を用いての説明）

　追分下出戸線は交通量が多く、高校入口交差点には

信号機１機しかない。児童が登校の際に渡る他の２箇

所の横断歩道には信号機がない。登校時間帯は、秋田

西高等学校や追分保育園へ向かう車や通勤車で十字路

は混んでおり、横断歩道に着いてから渡り始めるまで

時間がかかる（１分～１分15秒）。児童が横断すると

きには、周囲にかなり注意を払っているという状況で

ある。

　　イ　協議

　歩行者用の信号機を付けることはできないかということを中心に話し合った。「信号機を

付けることにより、どんな問題が発生するか」、「歩車分離信号などがあるが、どれが適する

のか」等の観点によりそれぞれの立場から意見が出された。今回の話合いを五城目警察署で

持ち帰り、交通量等を調べ、安全性と円滑性の調和のとれた解決策を講じていくということ

となった。また、信号機の対策が行われるまでの間はそれぞれの立場で安全対策を推進して

いくこととした。

５　今後に向けて

　追分小学区は古くから交通の要所であり、秋田市に近く、新しくできた住宅分譲地もあり、今

後も人口増が予想される。昔ながらの道路も多く、道路が狭いながらも車両が多いという状況は

至る所に発生しているので、注意を要するところは多く存在する。今回、最も対策を要するとこ

ろに焦点を当て、連絡協議会において道路管理者、警察、市、学校が交通安全に関する情報を共

有したことは大変有意義であった。今後も連携して対策を協議し、通学路の安全確保を図りたい。

実地調査 (9/23)

連絡協議会（12/9）
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１　はじめに

　通学路の安全対策に加え、児童の判断力の向上と規範意識の醸成を目的として、潟上市内全６

小学校において、歩行環境シミュレータ「わたりジョーズ君」を活用した交通安全教室を実施した。

２  交通安全教室実施状況

学　　校　　名 実 施 日 対　象 人　数

潟上市立出戸小学校         ９月５日（月） １～３年 98
潟上市立東湖小学校         ９月６日（火） １～３年 45

潟上市立天王小学校         ９月９日（金） １・２年 122

潟上市立大豊小学校         ９月13日（火） １・２年 74

潟上市立追分小学校         ９月23日（金） １～３年 166
潟上市立飯田川小学校 10月12日（水） １～４年 123

（計 628人）

３　参加者

　通学路安全対策アドバイザー、五城目警察署警察官、エーピーアイ株式会社職員、秋田県教育

庁保健体育課担当、潟上市教育委員会担当、各小学校職員、潟上市スクールガード・リーダー、

スクール・サポーター、ＰＴＡ

４　概要

　司会進行　各校教務主任等

　　次第（基本）

    ①　開会のあいさつ（潟上市教育委員会担当）

    ②　警察官の講話 （五城目署警察官）

    ③　歩行シミュレータ「わたりジョーズ君」体験

    ④　通学路安全対策アドバイザーの講話

    ⑤　児童の感想発表

５　警察官の講話について

　五城目警察署交通課員より、道路を横断するときに気をつけること３点について分かりやすく

実技を交えながら教えていただいた。

①　道路を渡るときには手を挙げて、自分の存在を運転手に知らせること。

②　右を見て、左を見て、もう一度右を見て、車が来ないかよく確認してから渡ること。渡って

いるときも左右に気を配ること。

③　自動車はほんの数秒の間に長い距離を進むこと。だから、自動車が遠くにいるからといって

油断ができないこと。

Ⅷ　「わたりジョーズ君」を活用した交通安全教育Ⅷ　「わたりジョーズ君」を活用した交通安全教育

飯田川小学校（10/12）天王小学校（9/9）
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６　歩行環境シミュレータ「わたりジョーズ君」体験について

　同シミュレータは、秋田大学とエーピーアイ株式会社が研究開発したもので、三次元ＣＧによ

る模擬的交通環境を再現し、実際の道路を横断しているかのような体験ができる装置である。体

験者の身体運動・動作のタイミングを測定し、車道横断に必要な歩行能力と判断能力をチェック

するとともに、体験後には、リプレイ映像の再生や結果表の出力により、交通安全に関する効果

的な指導が可能となっている。

　エーピーアイ株式会社の宮崎美帆さんの進行により、代表の子どもたちが順番に体験を行った。

体験にあたっては、「友達が体験しているときに、自分だったらどう行動するかを考えながら見

ましょう。」と、子どもたちへ呼びかけることで体験者のみならず、参加者全員が横断をしてい

るような感覚で活動を行うことができた。

　今回体験した歩行環境シミュレータは、冬の横断歩道、夕方や夜間の横断歩道、友だちがどん

どん渡って向こう側から声をかける場面など、実に多様な環境が再現できるようになっている。

横断歩道付近に路線バスが停車して見通しが悪い場合や無灯火の車両がある場合、スピードの速

い車両がある場合などの設定もあり、通行する車両の様子に注意しながら安全の判断を行うなど、

状況に対応して行動することも学ぶことができた。

７　通学路安全対策アドバイザーの講話について

　交通事故を防止するために大切な次の２点について、分かりやすくお話していただいた。

①　スポーツでもルールを守ることは大切であり、違反した場合はイエローカードや場合によっ

てはレッドカードを出されることがある。路上においてはルールを破りレッドカードが出され

ることは退場どころか命を失うことにも繋がる。

②　命は何よりも大切である。みなさんの命を守るためにいろいろな人が活動しているが、最終

的に自分の命を守るのは自分自身である。

出戸小学校（9/5）

東湖小学校（9/6）

大豊小学校（9/13）

追分小学校（9/23）
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８　児童の感想

９　おわりに

　今回の交通安全教室は、秋の開催となったことから、春の交通安全教室で学んだことを思い出

しながらの実施となった。様々な道路環境を再現できる、

「わたりジョーズ君」を活用したことにより、季節や朝夕

の時間帯、交通量の多い交差点など状況により注意しなけ

ればならないことが変わることなどを　真剣に友だち同

士で学ぶことができた。

　本事業を活用したことで、これまでの交通安全教育の内

容を振り返るよい機会となり、子どもたちの交通安全意識

の向上につながった。

　くるまがこないようにみぎひだりをかくにんすることがわかりました。くるまにきをつ

けます。ばいくにきをつけます。おともだちがよんでもみぎひだりをみることがわかりま

した。いろんなことがわかりました。 天王小学校　１年

　ぼくは、こうつうあんぜんのべんきょうの時間で教えてもらったことを今からなおして

いのちをたいせつにしていきていきたいです。 大豊小学校　２年

　わたりジョーズ君で、どうろをわたるれんしゅうをしました。わたるまえに左右をたし

かめました。よくできたのは、車がとおくから来ているときでも、しっかり止まってまつ

ことができたところです。これからも、車などに気をつけたいです。

 東湖小学校　２年

　わたしは、こう通あんぜん教しつでわたりジョーズくんのきかいでスクリーンにうつっ

たどうろをわたりました。手をあげてきかいの上で足ぶみをしてわたりました。車がすご

くはやい、しんごうのないおうだん歩どうでした。ステージの上だったのですごくきんちょ

うしました。これからもあんぜんに手をあげてわたります。 出戸小学校　２年

　バスなどの大きい車が止まって見えないときは、

ちょっと前に出て、右左をかくにんしようとおもいまし

た。夕方みたいにあぶないときは、手をあげながら、右、

左を見て、安全かくにんをして、ひかれないように気を

つけながらわたりたいです。今日ならったことをわすれ

ないで横だん歩道をわたりたいです。

 追分小学校　３年

　今日の交通安全教室では、始めに警察の方のお話を聞きました。「時速40㎞で走ってい

る車がブレーキをかけて止まるまでに22ｍも進むんだよ。」と教えてもらいました。次に『わ

たりジョーズ君』の体験をしました。始めの場面はふつうの場面だったのでかくにんしや

すそうでした。一番スピードが出ていたのは夜の場面で、時速80キロだったそうです。一

番危ないのは、夕方の交通量が多い時間帯だそうです。自分で体験して分かったのですが、

安全かくにんをしないでわたると、命にかかわることになります。しっかり安全かくにん

をして、自分の身は自分で守りたいと思いました。 飯田川小学校　４年
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Ⅸ　通学路安全マップⅨ　通学路安全マップ

　日々、子どもたちが通う通学路は、安全で安心な道路でなければなりません。しかし、通学路に

は危険がたくさんあります。

　通学路安全マップは、通学路や地域などの犯罪が起こりやすい危険な場所や安全な場所、交通事

故の発生しやすい場所などを示した地図です。これを活用することで、子どもたちが通学路の危険

箇所等を把握することができ、登下校時や生活の中での犯罪被害や交通事故を防ぐことができるほ

か、危険箇所等の周知徹底を図ることができます。

　また、地域の皆さんへ配付することで、学校と家庭、地域の皆さんと安全に関する情報を共有す

ることができ、地域で子どもたちの安全安心を守ることができます。

　通学路の危険箇所等をわかりやすく示した潟上市内の小学校の「通学路安全マップ」を紹介しま

す。皆さんの学校でも作成していることと思いますが、潟上市のマップもぜひ参考にしてみてくだ

さい。
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通学路の交通安全確保に向けた取組の更なる推進について

　通学路における交通安全の確保については、平成24年度に実施した緊急合同点検以降も、別添１

（平成25年12月６日の三省庁通知）に基づき継続的に取組が行われているところであるが、平成28

年10月28日には、神奈川県横浜市において登校中の児童の列に車両が突入し、１名が死亡、６名が

重軽傷を負う事故が発生したほか、同年11月２日には、千葉県八街市において同様の事故により４

名が重軽傷を負う事故が発生するなどしており、通学路の交通安全の確保に万全を期す必要がある。

　ついては、今後も、各市町村で策定された通学路交通安全プログラムに基づき、学校、教育委員

会、道路管理者及び都道府県警察が連携して下記の事項に留意の上、通学路の安全確保に向けた取

組を更に推進されたい。

　なお、平成27年度末における、通学路の緊急合同点検結果に基づく対策の実施状況等は別添２及

び３のとおりであるので、併せて通知する。

記

１　緊急合同点検に基づく対策の着実な推進

　緊急合同点検に基づく対策必要箇所のうち、対策未完了箇所については、速やかに対策を実施

すること。対策完了までに相当の期間を要するものについては、スクールガードや見守り隊等の

配置による安全確保等、応急的な対策を検討・実施すること。

２　通学路の交通安全の確保に向けた継続的な取組

　緊急合同点検に基づく対策実施後も、通学路交通安全プログラムに基づき、定期的な合同点検

と対策の実施、対策効果の把握及びそれを踏まえた対策の改善・充実を一連のPDCAサイクルとし

て実施し、通学路の交通安全確保について、継続的な取組を推進すること。特に、道路交通環境

の変化や通学路の変更等があった場所については、必要に応じ　合同点検を実施し、課題を抽出

した上で必要な対策を検討すること。

　また、この取組を実施するための推進体制が未構築の市町村においては、既存組織の活用も含

め、早急に体制を構築すること。

３　国・私立学校も含めた取組

　公立学校のほか、国・私立学校も推進体制に参画して通学路交通安全プログラムに基づく取組

を実施できるよう、関係部局による連携を強化すること。

Ⅹ　資料編Ⅹ　資料編

平成28年11月28日

文 部 科 学 省

国 土 交 通 省

警 察 庁

別　　　紙
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通学路の交通安全の確保に向けた着実かつ効果的な取組の推進について

　これまで、通学路における交通安全の確保については、緊急合同点検を実施し、その結果を受け

た対策を推進するとともに、平成25年５月31日には文部科学省、国土交通省、警察庁による今後の

取組に関する通知を発出したところであり、緊急合同点検に基づく対策の実施後においても、各地

域において定期的な合同点検の実施や対策の改善・充実等の取組を継続して推進することが重要で

ある。

　そこで、その取組を着実かつ効果的に実施するために必要と考える基本的な進め方を下記のとお

り文部科学省、国土交通省、警察庁でとりまとめたので、地方自治体等に通知した上で、引き続き

通学路の交通安全の確保に取り組むこととする。

記

１．推進体制の構築

　地域ごとに通学路の交通安全の確保に向けた取組の基本的方針を策定するとともに、策定した

基本的方針に基づく取組を継続して推進するため、関係者で構成し、定期的に開催する協議会を

設置する等推進体制を構築する。

　推進体制の構成は、通学路における安全対策の関係機関となる、教育委員会、学校、ＰＴＡ、警察、

道路管理者を含めることを基本とし、必要に応じて自治会代表者や学識経験者等を加える。推進

体制については、市区町村単位で構成することが望ましい。

　なお、緊急合同点検時に構築した体制等既存組織がある場合は、これを活用する。

２. 基本的方針の策定

　１で構築した推進体制においては、各地域の実情を踏まえた合同点検や対策の改善・充実等の

取組を着実かつ効果的に実施するため、緊急合同点検の枠組みを活用する他、以下の内容を含む

取組の基本的方針を策定する。

　⑴　合同点検の実施方針

　合同点検の実施時期、合同点検の体制、合同点検の実施方法等を定める。

　合同点検の実施時期については、緊急合同点検の実施状況や周辺環境の変化等を踏まえ、毎

平成 25 年 12 月６日

文 部 科 学 省

国 土 交 通 省

警 察 庁

別　添　１

Ⅹ　資料編Ⅹ　資料編
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年実施や複数年ごとの実施等、地域の実情に応じて適切に設定する。合同点検の体制は、緊急

合同点検と同様に教育委員会、学校、保護者、警察、道路管理者を含む体制とすることを基本

とする。

　なお、点検の実施に当たっては、通学路の変更箇所や周辺環境に変化のあった範囲を対象と

することの他、地域の実情に応じて、積雪時の危険箇所や自転車通学と輻輳する箇所を重点的

に点検すること等、効率的・効果的な方法を検討することが望ましい。

　⑵　通学路安全確保のためのＰＤＣＡサイクルの実施方針

　合同点検の実施・対策の検討、対策の実施、対策効果の把握、その結果を踏まえた対策の改

善・充実を一連のサイクルとして繰り返し実施すること（ＰＤＣＡサイクル）が継続的な安全

性向上のために必要であることから、これらを取組の基本的な考え方として定める。

　なお、対策の検討、対策の実施、対策効果の把握については、関係者間で連携・協議の上行う。

３．公表等

　⑴　基本的方針の公表

　基本的方針を策定した際には、地域住民、道路利用者等の協力を得るため、推進体制の構成

及び基本的方針をまとめたものを、市区町村のホームページや広報誌等を活用して、適切に情

報発信する。

　なお、基本的方針の名称については、全国で統一されていることが望ましいと考えることか

ら、「（○○市区町村）通学路交通安全プログラム」とすることを推奨する。ただし、既に地域

で同様の基本的方針を定めており、独自の名称がある場合はこの限りではない。

　⑵　対策箇所図、対策一覧表の作成・公表

　合同点検によって抽出した対策必要箇所について、関係機関で認識を共有するため、対策箇

所図及び対策一覧表を作成し、公表する。
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